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岩手県における染色体部分置換系統(コシヒカリ/カサラス)の収量性

および稗の物理的性質
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我が閣の主要な水稲品種コシヒカリは主主丈が長く，

耐部伏性や樹病性が小さいことが課題とされている.

最近，農業生物資源研究所において，コシヒカリにカ

サラス由来の登熟歩合や倒伏抵抗性を高めるQTLを

導入した染色体部分置換系統コシヒカ 1)KL212 (以後

KL212)が作出されたものの，玄米粒厚が小さいなど

他の形質への影響も指摘されている(黒問ら 2006)

その後，粒厚が大きい系統が選抜されたことから，

それら系統の収量性および耐併伏性に関与する科の物

理的性質について比較検討した

材料および方法

2009年に岩手大学農学部構内水田において，コシヒ

カリと染色体部分薩換系統 (KL212，NIL31-2， NIL77-

3)の1品種， 3系統を供試して行った. 5月12日に 1

株3本， 22. 2株/ぱの栽植密度で、移植し肥料は，基胞

として化成肥料(ゆめこまち)をN，P2U5， K2U各成

分で6.5，13.6， 9.7 g /rrf，珪カル約四Og/ぱおよび

堆肥を2.0kg/rrf、追肥として穂肥を各成分で

2. 5， O. 4， 3. 0 g /ぱ(たま化成)，実肥をN成分で2.5

g/ぱ(硫安)路用した穂揃い後35~40日の主茎の第

N節問を対象に，秤長，葉鞘付と稗のみの状態での挫

折持モーメント，長・短径方向の外経と内径，曲げ応

力を求めた.葉鞘付と秤の挫折時モーメントは，第N

節聞の中央部を支点間E巨離4cmで、支え，引張圧縮試験

機 (STA同1150，オリエンテック製)で挫折荷重を測定

したなお，課査は3反復で、行ったー

結果および考察

1 .収量関連形質

各系統の穂揃日は， 8 月 20 日 ~21 日で相違はみられ

なかった.坪刈収量は，系統閤で有意な相違は認めら

れなかったが， KL212が最もi尽く， NIL77-3はコシヒカ

リとほぼ間程度であった.なお， くず米霊は，系統間

に有志;華はみられなかったが，コシヒカ 1)が大きく，

NIL77引まコシヒカリに比べ30%程毘少なかった(第

l表). 1株穂数は， NIL77伺3がKL212に比べて有意に

大きく，コシヒカ 1)とNIL31-2'ま両者の中間であった.

1穂籾数は， NIL77-3が有意に小さく，コシヒカリに

比べて25%程度小さかったが，他はほぼ間程度であっ

た.その結果，ぱあたり粉数は，系統間に有意差はみ

られなかったが， NIL77-3はコシヒカリに比べて約6

千粒少なかった.登熟歩合は 系統関で有意差はみら

れなかったものの，霞換系統はいずれもコシヒカリよ

第l表 各品種における穏揃B，坪刈収量，精米重および11又量構成要素，シンクサイズ.

坪刈 屑米霊 一枚ミ rrf当り 登主7.¥ 玄米 シンク
品種名 ~\!H1íííB 収量 <1.8 穏数 籾数 籾数 歩合 千粒主主 サイズ

( g Irrf) (g/rrf) (本/株) (粒/穏) (千‘粒1m') (%) (gl子粒) (g 1m') 

コシヒカリ 8月20B 758.6 a 45.9 a 21. 2 ab 98.9 a 46.3 a 72.7 a 22.1 a 1024 a 

KL212 8月20日 699.5 a 39.1 a 19.7 b 96.7 a 42.4 a 77.4 a 20.1 c 853 b 

NIL31 2 8月21日 712.9 a 35.0 a 20.8 ab 91. 1 a 42.1 a 81. 2 a 21.0b 886 b 

NIL77-3 8月21E1 748.8 a 31. 1 a 24.0 a 75.3 b 40.1 a 84.2 a 22.6 a 906 ab 

1 )同一アルフアベット間には5%水準で有意差が#普いことを示す (Tukey法)• 
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第2表 各系統における倒伏指数及び耐倒伏性に関する秤の物fl!!.的性質の比較

葉鞘付 秤の 弾性 稗の太さ

品種名
J手長 地上部 挫折I時 挫折時 葉鞘 倒伏 波界 l紙面 rl告げ
(cm) M M 五II 補強度 指数 荷重 係数 応力 外径 内径
(g . cm) (g . cm) (g . cm) (%) (gf) (mrri) (gl闘) (眼目) (田臨)

コシヒカリ 97.4 bc 1503 a 1314 b 795 b 39.5 a 1. 15 a 760 b 5.7 a 1400 a 4.7 a 3.2 a 

KL212 95.8 c 1671 a 1695 a 1084 a 35.8 a 1. 00 a 1018 a 7.2 a 1525 a 5.1 a 3.4 a 

NIL31-2 110.1 a 1573 a 1386 a 851 a 36.1 a 1. 14 a 804 a 5‘7a 1516 a 4.8 a 3.4 a 

NIL77 3 102.1 b 1478 a 1424 a 879 a 38.3a 1. 04 a 832 a 5.6 a 1640 a 4.7 a 3.3 a 

1)同一アルファベット間には5%水準で有意差が無いことを示す (Tukey法)
2 )倒伏指数=地上部モーメント/業革寄付き校折時モーメント. 3 )地上部モーメント=挫折穂先×生体重.
4 )策絡補強度= (葉鞘fすき控折時モーメント 手早の挫折l時モーメント)/策鞘付き控折時モーメント，

り高く， NIL77-3が最も高かった玄米千粒重は，

NIL77-3とコシヒカリがほぼ間程度で有意に大きく，

KL212は小さかった.以上のことから， NIL77引ま，コ

シヒカリに比べて屑米重が小さく登熟歩合は高いもの

の， 1穂籾数が明らかに小さいことから精玄米収量に

相違はみられなかった

2.稗の物理的性質

科長は， NIL31同2が最も大きく，コシヒカリ， KL212 

はNIL31-2tこ比べ有意に小さかった(第2表).地上部

モーメントは系統捕に有意差はみられなかったが，

KL212が最も大きかった 葉鞘付挫折時モーメント

は，いずれの置換系統もコシ!こカ 1)に比べて有意に大

きく， KL212が最も大きかった業鞘付挫折時モーメ

ントに対する地上部モーメントの比で求めた倒伏指数

は，系統荷に有差はみられなかったが， NIL77-3， 

KL212はコシヒカリに比べて10%程度小さく，耐倒伏

性がやや大きいことが示唆された梓の挫折持モーメ

ントはコシヒカ 1)に比べて置換系統が有意に大きく，

KL212が最も大きかった葉鞘補強度は系統簡に有意

はみられなかったものの コシヒカリとNIL77-3が

わずかに大きかった.第N節開の駅頭係数は，系統開

で有意差はみられなかったものの， KL212が他の系統

に比べてやや大きかった.また，長径方向の外経・内

径は，系統開で有意差はみられなかった しかしなが

ら， KL212は他の系統に比べて内径に明瞭な違いはみ

られないものの，外径が大きく，そのことにより断面

持数が大きくなっていることが示唆された

第 l図に示した秤の按折時モーメントを構成する断

言百係数と曲げ応力の関係をみると，両者の間に負の相

関関係がみられたが， KL212とNIL77-3{ま，同じ断面係
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第 1掴 コシヒカリおよび置換系統における断酒係数
と国!げ応力の特徴，

1)図中の世i線と数値は 秤の控折時モーメントを示
す
2)曲げ応力 2 秤の控折時モーメント/断関係数.
3 )口，ムは，黒田ら2009aおよび2009bで報告したデー
タを用いた.

数であっても曲げ応力が大きい傾向が認められた.そ

の結巣， KL212とNIL77凶3は コシヒカリに比べて蒋の

挫折持モーメントが100~300g . cm程度大きかった

すなわち， KL212はコシヒカリに比べて断面係数が大

きいことにより，一方， NIL77同3は曲げ応力が大きい

ことにより稗の挫折強度が向上していることが推察さ

れた.

引用文献

黒田ら 2006. 日作紀第75巻(別 2): 198 -199 

黒部ら 2009 a. 日作東北支部報52: 19 20 

黒田ら 2009b. 日作紀第78巻 (~U 1) : 116-117 

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

